
 
 
  

 
平成 28 年 6 月 29 日 

九 州 地 方 整 備 局 

 

「XRAIN
エックスレイン

※1」の配信エリアを大幅に拡大します！  
～「川の防災情報※2（http://www.river.go.jp/）」で配信開始～ 

  
 
 

 

 

 

 

 

近年、増加する集中豪雨や局所的な大雨による水害や土砂災害等に対して、適切な施

設管理や防災活動等に役立てるために、平成 22 年より「ＸＲＡＩＮ」によるレーダ雨量

情報を提供しています。 

今回、配信エリアを九州地方全域※3に拡大した「ＸＲＡＩＮ（拡大試行版）」を、以下

のとおり開始します。 

 

◆配信開始予定：７月１日（金）午後 

（降雨等により、配信日が前後する場合や、作業を延期する場合があります。） 

 

  ◆九州地方において新たに配信エリアが拡大する県※3： 

長崎県、大分県、宮崎県、鹿児島県  

 「ＸＲＡＩＮ」の詳細は別紙をご覧下さい。 
 

※1 eXtended RAdar Information Network（高性能レーダ雨量計ネットワーク）の略。 

※2 全国の河川の水位、雨量等の情報をインターネットでリアルタイムに提供するサイト。 

※3 一部島しょ部等を除く。また、配信エリアであっても、山岳遮蔽等により観測できないことが

あります。 
 

【アクセス URL】 
 「ＸＲＡＩＮ（拡大試行版）」は、川の防災情報（http://www.river.go.jp/）の 

トップページのバナーをクリックしてください。 

 

【問い合わせ】国土交通省九州地方整備局 河川部  

         水災害予報センター長  鶴﨑 秀樹（内線 3521） 

              水災害対策専門官    的場 孝文（内線 3522） 

              ＴＥＬ：092－471－6331（代表） 

092－707－0110（直通） 

 

７月１日より、高精度・高分解能（250m メッシュ）・高頻度（配信間隔１分）で、

ほぼリアルタイムの雨量情報（ＸＲＡＩＮ※1：エックスレイン）の配信エリアを新た

に拡大し、九州地方全域※3での配信が可能となりました。 



九州地方のＸＲＡＩＮ配信エリアの拡大

⾼精度・⾼分解能（250mメッシュ）・⾼頻度（配信間隔１分）で、
ほぼリアルタイムの⾬量情報（ＸＲＡＩＮ：エックスレイン）の配信
エリア拡⼤により、九州地⽅全域が配信エリアとなります。



http://www.river.go.jp/

eXtended RAdar Information Network
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１．MPレーダとは

• MPレーダでは、2種類の電波（水平・垂直偏
波）を送受信します。従来のレーダより多くの
項目を測定することで、雨滴の形状等を把握
することが可能となります。MPレーダでは、雨
滴の扁平度等から雨量を推定することで、高
精度な観測が実現しています。

• 高精度な観測が可能なため、地上雨量計によ
る補正を行わずに、ほぼリアルタイムで雨量
情報を配信することを実現しています。

これまでのＸＲＡＩＮは、XバンドＭＰ（マルチパラメータ）レーダ雨量計のみで構成さ
れていました。今回、従来より保有するCバンドレーダ雨量計をＭＰ化し、XバンドMPレーダ
雨量計と組み合わせることで、XRAINの配信エリアを大幅に拡大しています。

１

ＸＲＡＩＮの特徴

従来レーダ従来レーダ

MPレーダMPレーダ

測定項目
・反射強度
・ドップラー速度
・スペクトル幅
・反射強度差
・偏波間位相差
・偏波間相関

落下する雨滴は、大きいほど空気抵抗を受けつぶ
れた形になるため、縦と横の比率が変化します。

雨滴は大きいほど縦/横が小さくなる

雨滴の扁平度を把握

測定項目
・反射強度

垂直偏波
水平偏波

水平偏波

従来レーダ従来レーダ

MPレーダMPレーダ

観測観測 雨量算定雨量算定
地上雨量計
による補正
地上雨量計
による補正 配信配信

配信時間を短縮配信時間を短縮

観測観測 雨量算定雨量算定 配信配信

雨量計雨量計
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２．ＸバンドＭＰレーダ雨量計とＣバンドＭＰレーダ雨量計を
組み合わせることで可能になったこと

• XバンドMPレーダ雨量計では、約3cmの波長の電波を使用し、
CバンドMPレーダ雨量計では、約5cmの波長の電波を使用し
ています。

• 使用する波長帯の特性から以下のような特徴があります。

２

ＸＲＡＩＮの特徴

XバンドMPレーダ雨量計 CバンドＭＰレーダ雨量計

アンテナ径 波長が短いため小型のアンテ
ナ（直径約2m）で観測

波長が長いため大型のアンテ
ナ（直径約4m）で観測

観測範囲 電波が減衰しやすいため観測
範囲が狭い（半径80km）

電波が減衰しにくいため観測
範囲が広い（半径300km※）

雨滴の扁平度
の測定

電波の感度が高いため、弱雨
～強雨に対して雨滴の扁平度
を測定可能

強雨に対して雨滴の扁平度を
測定可能

欠測領域の発
生

電波が減衰しやすいため、強
雨時に欠測領域が生じやすい

電波が減衰しにくいため、強雨
時に欠測領域が生じにくい

ＣバンドMPレーダ雨量をＸバンドＭＰレーダ雨量と組み合わ
せることで、XRAINの観測エリアの広域化、欠測が生じにく
い安定した観測が可能となります。

ＸバンドＭＰレーダ雨量計 外観

ＸバンドＭＰレーダ雨量計
(アンテナ直径：約2m)

CバンドＭＰレーダ雨量計 外観

CバンドＭＰレーダ雨量計
（アンテナ直径：約4m）

※一部レーダ雨量計除く
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